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フ
ラ
ソ
ス
の
労
働
組
合
指
導
老
像

　
　
－
両
大
戦
間
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
変
化

平
　
井

和
　
秀

　
　
　
一
　
労
働
組
合
指
導
者
の
全
体
的
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

指
導
者
像
か
ら
み
た
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
シ
目
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
と
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
、
①
最
高
執
行
部
の
平
均
勤
続
期
間
が
長
い
こ
と
、
②

そ
れ
に
伴
っ
て
ビ
ュ
ー
ロ
ク
ラ
シ
ー
が
生
じ
る
傾
向
の
あ
る
こ
と
、
が
指

　
　
　
　
（
1
）

摘
さ
れ
て
い
る
。

　
C
G
T
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
八
九
五
年
の
結
成
か
ら
現
在
ま
で
の
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
里
）

九
〇
年
間
に
、
書
記
長
は
一
〇
名
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
C
F
D

T
（
一
九
一
九
年
C
F
T
C
と
し
て
結
成
、
一
九
六
四
年
C
F
D
T
に
改

組
）
は
・
約
六
〇
年
間
に
書
記
長
は
五
名
、
F
0
は
、
一
九
四
八
年
結
成

以
来
三
五
年
間
に
、
書
記
長
二
名
を
そ
れ
ぞ
れ
数
え
る
の
み
で
あ
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
組
合
財
政
は
、
他
の
工
業
国
の
そ
れ
に
比
べ
種
々
の

　
　
　
　
　
　
　
（
ヨ
）

問
題
点
を
抱
え
て
お
り
、
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
労
働
組
合
の
指
導

者
で
あ
る
こ
と
が
、
相
対
的
に
高
い
所
得
機
会
を
も
た
ら
す
こ
と
を
意
味

し
な
い
。
ま
た
、
労
働
組
合
役
貝
と
し
て
次
第
に
ナ
シ
冒
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

の
指
導
的
地
位
に
進
ん
で
も
、
一
般
か
ら
は
必
ず
し
も
社
会
的
昇
進
と
は

認
め
ら
れ
㍍
～
。
そ
の
縞
果
生
じ
る
の
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
種
々
の
信

念
に
基
づ
い
て
労
働
組
合
運
動
に
長
年
従
事
す
る
層
の
固
定
化
で
あ
る
。

C
G
T
に
つ
い
て
、
戦
後
F
O
が
分
裂
し
た
一
九
四
八
年
か
ら
、
人
民
戦

線
当
時
に
も
比
肩
す
ぺ
き
変
動
が
み
ら
れ
た
一
九
六
八
年
ま
で
の
二
〇
年

間
に
お
け
る
中
央
執
行
都
二
七
名
の
勤
続
年
数
を
ψ
帖
と
、
半
数
以
上
の

一
五
名
が
、
一
〇
年
以
上
（
最
長
二
〇
年
）
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
・
ナ
シ
目
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
指
導
者
層
に
こ
の
よ
う
な
固
定
化

傾
向
が
生
じ
て
い
る
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
労
働
組
合
運
動
の
最
大
の
特
色
の

一
つ
で
あ
る
、
繰
返
さ
れ
る
分
裂
と
合
体
、
複
数
組
織
の
存
在
（
第
－
図
）

な
ど
の
傾
向
と
の
関
係
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
以
下
本
稿
で
は
、
ナ
シ
百
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
中
最
も
規
模
が
大
き
く
、
長

い
組
合
運
動
の
過
程
で
組
織
形
態
の
複
雑
な
動
き
を
示
し
て
き
た
C
G
T

を
対
象
と
し
て
取
上
げ
、
産
業
別
、
地
域
別
組
織
の
指
導
者
層
の
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
等
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
関
係
を
検
討
す
る
。
見
出
さ

れ
た
重
要
な
点
は
、
①
ナ
シ
冒
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
指
導
層
の
安
定
度
が
高

い
一
方
、
②
戦
争
、
人
民
戦
線
な
ど
社
会
的
に
大
き
な
変
動
が
生
じ
た
場

合
一
ナ
シ
目
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
で
も
分
裂
、
統
合
な
ど
に
伴
う
指
導
者
の
変

化
が
生
じ
る
、
③
こ
の
よ
う
な
場
合
の
変
化
は
、
産
業
、
地
域
な
ど
の
段

階
で
さ
ら
に
具
体
的
に
表
わ
れ
、
と
く
に
地
域
段
階
に
お
け
る
動
き
が
特

徴
的
で
あ
る
、
な
ど
の
諸
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
大
戦
間
に
活
動
し
た

指
導
者
の
個
人
別
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
憎
報
入
手
に
侯

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
多
く
、
さ
ら
に
将
来
、
詳
細
な
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

　
（
1
）
O
乞
婁
Ω
．
卜
雨
二
喜
蔓
肪
。
ミ
雲
勺
。
、
尉
勺
・
d
・
■
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－
ミ
H
．
勺
や
ω
竃
－
ω
o
o
〇
一

．
（
2
）
O
竜
昌
…
冨
二
；
け
豪
…
ト
妄
－
吋
－
卜
竃

　
§
ミ
註
；
§
専
§
§
弔
胃
尉
O
O
＝
星
岩
ざ
勺
－
主
．

（
3
）
　
平
井
和
秀
　
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
組
合
運
動
の
財
政

　
昭
和
五
六
年
第
八
六
巻
第
三
号
。

（
4
）
注
一
の
文
献

（
5
）
　
注
一
の
文
献

CFTC 

~I~1~l 7~ ~ ~~ t!~'~! :/ ~ - q)~i~{~~ 

CGT -1985 
~--1919 

←1922CGTU

三
六
九
ぺ
ー
ジ
。

三
六
八
ぺ
－
ジ
に
よ
る
と
、

63〇
一
一
1

ユ939

一
　
一

1944

｝
k
註
§
§
旨

一
橘
論
叢

勤
続
二
年

1948
一
一

CGC

五
名
、

←犯64

四
年

二
年

二
〇
年

二

四
名
、
六
年
　
二
名
、
八
年
　
一
名
、
一
〇
年
　
四
名
、
　
一

一
名
、
一
四
年
　
四
名
、
ニ
ハ
年
　
二
名
、
一
八
年
　
三
名
、

　
一
名
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
次
大
戦
前
後
の
動
向

　
一
九
二
二
年
の
C
G
T
，
C
G
T
U
の
分
裂
の
原
因
は
、
第
一
次
世
界

犬
戦
下
の
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
諸
政
策
へ
の
協
カ
、
労
働
組
合
運
動
の
目
標

CGT

CGT

凹四凹凶L些」　秘賢料出所　LAm晒R．1≡［．工伽〃σ個冊加岨圭此冊H榊棚o也1ω舳F冊刑6‘

　　　　　P刮正i・E口t岬・i昌・M．d・・皿・d’Editio・1980p．36

CGT

CGT

CGT．FOCGT

CFDTl lCFTC

に
対
す
る
考
え
方
な
ど
の
側
面
に
お
い
て
、
ナ
シ
目
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
縞
成
以
来
の
伝
統
を
踏
ま
え
た
総
同
盟
派

（
C
G
T
）
と
、
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
に
著
し
く
濠
透
し
た

共
産
主
義
の
影
響
を
強
く
受
け
た
統
一
総
同
盟
派
（
C

G
T
U
）
の
立
場
の
違
い
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
C
G
T
の
組
織
人
員
は
、
第
一
次
犬
戦
直
前
で
あ
る

一
九
二
二
年
の
二
九
万
六
、
○
O
○
名
か
ら
、
開
戦
直

後
い
っ
た
ん
急
激
に
減
少
す
る
も
の
の
、
一
九
ニ
ハ
年

か
ら
再
び
増
加
に
転
じ
、
総
同
盟
派
が
掲
げ
た
運
動
方

針
が
、
女
子
、
植
民
地
出
身
者
な
ど
新
に
労
働
市
場
に

参
入
し
た
労
働
カ
の
支
持
を
得
た
こ
と
や
、
戦
争
直
後

に
お
い
て
社
会
正
義
の
実
現
を
労
働
組
合
運
動
を
通
じ

て
行
お
う
と
す
る
国
民
意
識
が
高
揚
し
た
こ
と
な
ど
を

背
景
に
、
一
九
二
〇
年
に
は
一
六
三
万
五
、
○
O
O
名

を
数
え
る
に
至
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
戦
時
経
済
か
ら
平
時
経
済
へ
の
移

行
の
過
程
で
生
じ
た
物
価
騰
賛
と
失
業
の
増
大
、
総
同
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盟
派
に
対
す
る
統
一
総
同
盟
派
の
批
判
の
高
ま
り
な
ど
を
背
最
に
、
組
織

人
員
は
再
ぴ
減
少
に
転
じ
、
両
派
が
分
裂
す
る
一
九
二
二
年
に
は
、
七
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
〕

万
三
、
○
○
O
名
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
間
、
大
戦
頭
初
と
終
期
に
お
い
て
、
C
G
T
役
員
、
執
行
部
の
ブ

ロ
フ
ィ
ー
ル
に
は
、
最
高
指
導
者
層
を
除
け
ば
犬
き
な
変
化
が
生
じ
て
い

る
。

　
大
戦
を
は
さ
み
最
も
近
接
し
た
大
会
で
あ
る
一
九
二
一
年
第
一
八
回
大

会
（
ル
ア
ー
ブ
ル
）
と
、
一
九
一
八
年
第
一
九
回
大
会
（
バ
リ
）
と
の
出

席
代
議
員
数
を
み
る
と
、
組
織
人
員
の
拡
大
な
ど
を
反
映
し
て
、
三
一
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
里
）

名
か
ら
六
三
九
名
に
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
九
一
八
年
大
会
出
席

者
の
う
ち
九
割
近
い
五
六
三
名
は
、
初
回
出
席
者
で
あ
り
、
前
回
の
一
九

二
一
年
大
会
出
席
経
験
者
は
憧
か
七
六
名
（
二
一
％
）
に
過
ぎ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
こ
れ
ら
両
大
会
出
席
経
験
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
み
る
と
、
お
よ
そ
三

つ
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一
は
、
年
齢
構
成
が
比
較
的
高
い
こ
と
で

あ
る
。
七
六
名
中
生
年
に
つ
い
て
情
報
の
得
ら
れ
る
四
二
名
に
つ
い
て
み

る
と
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
殆
ど
の
者
が
第
一
次
大
戦
へ
の
従
軍

経
験
を
有
せ
ず
、
c
G
T
U
が
分
裂
す
る
一
九
二
二
年
に
お
い
て
四
〇
歳

台
後
半
以
上
の
者
が
六
割
を
上
回
っ
て
い
る
。

一
八
五
五
～
五
九
年
生
ま
れ

　
六
〇
～
六
四

　
六
五
～
六
九

　
七
〇
～
七
四

、
七
五
～
七
九

三
名
（
一
）

　
一

一
一
　
（
一
）

一
〇
　
（
五
）

一
四
　
（
二
）

八
O
－
八
四

八
五
～
八
九

二
　
（
二
）

一

　
特
徴
の
第
二
は
、
一
九
世
紀
中
結
社
の
自
由
が
法
的
に
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
時
期
に
労
働
者
の
共
済
事
業
遂
行
を
目
的
と
し
て
発
生
し
、
や
が
て

今
泄
紀
に
入
り
産
業
構
造
の
変
化
と
と
も
に
消
滅
に
向
う
労
働
取
引
所
の

活
醐
に
、
何
等
か
の
関
係
が
あ
っ
た
者
が
三
五
名
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
者
の
う
ち
、
年
齢
の
明
ら
か
な
も
の
の
階
層
別
分
布
は
、
前
項

に
か
っ
こ
書
き
で
示
す
と
お
り
で
あ
り
、
こ
の
他
年
齢
不
詳
の
者
は
二
四

名
で
あ
っ
た
。

　
特
徴
の
第
三
は
、
産
業
別
、
職
業
別
構
成
を
み
る
と
、
第
二
次
産
業
を

中
心
に
伝
統
的
職
業
に
従
事
し
て
い
る
者
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。

職
業
活
動
に
関
す
る
憎
報
の
得
ら
れ
る
六
四
名
に
つ
い
て
み
る
と
、
次
の

よ
う
で
あ
る
。

第
一
次
産
業
　
　
二
名
（
農
業
従
事
者
）

第
二
次
産
業
　
三
七
名
（
鉱
内
労
働
者
、
建
設
業
従
事
者
、
製
パ
ン
エ
、

　
　
製
靴
工
、
宝
石
加
エ
エ
、
家
具
工
、
裁
断
縫
製
工
、
彫
金
工
等
二

　
　
二
職
種
）

第
三
次
産
業
　
二
五
名
（
鉄
遺
機
関
士
、
理
容
師
、
商
店
販
売
員
、
飲

　
　
食
店
従
業
員
等
一
七
職
種
）

　
第
二
次
産
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
産
業
構
造
の
変
化
に
伴
っ
て
就
業
者

数
の
増
加
が
み
ら
れ
る
金
属
加
工
、
繊
維
な
ど
の
分
野
の
職
業
経
験
を
有

828
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す
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
名
に
過
ぎ
ず
、
大
部
分
は
、
一
九
世
紀
以
来
の

伝
統
的
熱
練
を
要
し
、
就
業
者
数
も
労
働
組
含
加
入
者
数
も
相
対
的
に
少

い
職
業
分
野
に
属
し
て
い
る
。

　
第
三
次
産
業
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
産
業
別
就
業
者
の
構
造
に
比
べ
、

や
や
そ
の
割
合
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
二
五
名
中
六
名
が
、
大
手

の
組
織
の
一
つ
で
あ
る
鉄
道
機
関
士
組
合
に
属
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
高
学
歴
者
で
あ
る
医
師
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
銀
行
員
各
一
名

と
、
地
域
労
働
組
合
組
織
尊
従
者
二
名
が
存
在
す
る
点
が
注
目
さ
れ
る
が
、

そ
の
全
体
に
占
め
る
割
合
は
小
さ
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
両
犬
会
出
席
経
験
者
に
対
し
て
、
一
九

一
八
年
大
会
に
初
め
て
出
席
し
た
五
六
三
名
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
全
容
は
、

残
念
な
が
ら
憎
報
の
制
約
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
う
ち
経
歴
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
二
一
名
に
つ
い
て
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

を
加
え
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
推
定
さ
れ
る
年
齢
構
成
が
、
両
大
会
出
席
経
験
者
に
比
ぺ
て

若
い
。
初
回
出
席
者
の
う
ち
、
出
生
年
に
つ
い
て
憎
報
を
得
ら
れ
た
の
は

二
名
に
過
ぎ
な
い
が
（
一
八
八
七
年
生
れ
及
び
、
一
八
九
六
年
生
れ
）
、
他

の
一
〇
名
に
つ
い
て
、
組
合
活
動
の
さ
か
ん
な
時
期
を
み
る
と
、
一
九
二

〇
年
代
後
半
以
降
三
〇
年
代
に
か
け
て
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
労
働
取
引
所
活
動
の
経
験
を
有
す
る
者
は
一
名
の
み
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
活
動
す
る
産
業
、
職
業
の
分
野
が
、
両
大
会
出
席
者
に
比
べ
、

よ
り
大
戦
後
の
変
化
に
即
応
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
と
く
に
、
一
九

三
〇
年
代
に
入
り
、
労
働
組
合
活
動
に
専
従
す
る
者
も
生
じ
て
い
る
。

　
一
九
一
八
年
大
会
に
初
め
て
出
席
し
た
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
分
析
は
、

今
後
な
お
情
報
量
を
増
加
さ
せ
、
C
G
T
U
分
裂
の
決
議
が
行
わ
れ
た
一

九
二
一
年
大
会
ま
で
時
系
列
を
追
っ
て
行
わ
な
け
孔
ぱ
、
確
実
な
結
果
を

得
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
以
上
の
比
較
か
ら
、
一
九
一
二
年
ま
で
の
大

会
と
、
第
一
次
大
戦
を
は
さ
み
一
九
一
八
年
以
降
の
大
会
に
お
い
て
、
代

議
員
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
い
く
つ
か
の
変
化
が
生
じ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ

よ
・
つ
o

　
（
1
）
　
■
毒
■
旨
．
卜
s
筆
§
亭
き
e
室
§
き
吻
ミ
§
s
ミ
§
葛
霊
ユ
㎜

　
　
■
雷
向
2
巨
o
目
閉
O
自
く
ユ
Φ
冨
蜆
－
o
α
企
勺
－
～
｛
o
o
1

（
2
）
婁
、
完
婁
こ
・
b
§
§
§
ぎ
§
喜
・
喜
鳶
§
き
§
亭

　
　
ミ
§
軸
ミ
“
o
ミ
e
ミ
ミ
ミ
s
s
、
ミ
肋
　
勺
ρ
ユ
㎜
■
鶉
向
9
ま
o
目
餉
O
自
く
ユ
Φ
冨
蜆
．

　
　
一
九
二
一
年
は
、
右
の
文
献
第
一
〇
巻
七
二
～
七
三
ぺ
ー
ジ
、
一
九

　
　
一
八
年
は
同
第
ニ
ハ
巻
二
八
八
～
二
八
九
ぺ
ー
ジ
。

　
（
3
）
　
七
六
名
の
検
出
は
、
注
二
の
文
献
に
よ
り
三
一
七
名
と
六
三
九

　
　
名
の
氏
名
を
突
合
し
て
行
っ
た
。
次
い
で
、
こ
れ
ら
の
う
ち
両
犬
会

　
　
へ
の
出
席
が
確
認
で
き
た
七
六
名
に
つ
い
て
、
注
二
の
文
献
第
一
〇

　
巻
か
ら
第
一
五
巻
ま
で
に
所
収
の
個
人
別
記
述
を
も
と
に
必
要
な
情

　
報
を
抽
出
し
、
集
計
し
た
。
注
二
の
文
猷
は
、
労
働
組
合
の
大
会
報

　
告
、
国
公
立
の
図
書
館
、
文
書
館
等
に
収
録
さ
れ
た
諸
官
庁
の
記
録

　
等
を
集
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
4
）
　
注
二
の
文
猷
は
、
現
在
第
一
七
巻
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、

　
同
巻
に
は
、
　
一
九
一
四
年
か
ら
三
九
年
に
か
け
て
活
動
し
た
組
合
指

　
導
者
の
う
ち
、
頭
文
字
が
A
の
も
の
を
収
録
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
本
稿
で
取
上
げ
た
一
二
名
は
、
い
ず
れ
も
同
巻
に
経
歴
が
記
述
さ
れ

　
　
て
い
る
者
で
あ
る
。
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第1表

　　　　　　　　　一橘論叢第90巻

規模別単位組合数及び合計組織人員

第6号（122）

8 l ~i~~A~~, ~~: ~I ~;t~~1 2 9 (fA) 

CGT 
1925 ~p 

5 94 399 409 178 112 S1 S
 

2
 

491 

1935 ~P 82~8 500 531 210 11S 54 6
 

3
 

491 

CGTU 
1935 ~P 859 152 59 20 9

 
3
 

3
 

1
 

322 

~E-CGT 
1936 ~P 1518 1132 574 185 ll9 74 62 20 10 786 

5 i~~~~: 215 192 89 24 17 ll 13 5
 

l07 

~ i~~~~~ 74 37 18 8
 

4
 

4
 

3
 

2
 

l
 

47 

賀料出所　PR0sT，A．肋σ．θ一丁．P趾is　Pfes昌es　de1乱Fo皿d邑tion　N邑tionaledes　Soiem朋

　　　　Politlqlユes1964pP．ユ80－193．

　　（注）規模は，分裂中のCGTにっいては，1か7－50人，2か50－100人。3が101－250人，4
　　　　が251－500人，5が501－1．O00人。6が1．O01－3，⑪OO人17が3，OO1－5，000人，8が5IO01－

　　　　7，OOO人。同じくCGTUについては。1が10－200人。2か201－500人。3が501－1IOOO人
　　　　4が1，001－2．OOO人，5が2．O01〕3，OOO人。6が3，O01－4，OOO人，7か4．O01－5，000人，8が

　　　　5，O01－6．OOO人。統一後のCGTについ■＝ほ，ユが7－50人。2が51－150人，3那151－300
　　　　人。4が301－500人，5が501イ50人、6がπ1－1．OOO人，7が1．O01－2，OOO人，8が2，O01
　　　　－3．ooo人。9が3，ooo人以上。

一
一
一
第
一
次
犬
戦
か
ら
人
民
戦
線
ま
で
の
動
向

　
一
九
二
二
年
の
C
G
T
U
分
裂
か
ら
、
一
九
三
六
年
の
人
民
戦
線
直
前

に
お
け
る
C
G
T
，
C
G
T
U
再
統
合
ま
で
の
間
、
両
組
織
の
構
造
を
み

る
と
、
組
織
加
入
人
員
の
多
い
産
業
別
組
織
（
思
象
冨
注
昌
）
に
あ
っ
て

も
、
そ
れ
を
構
成
す
る
単
位
組
合
（
ω
壱
昌
o
等
）
は
極
め
て
零
細
な
も
の

が
多
い
と
い
う
点
で
よ
く
類
似
し
て
い
る
（
第
－
表
）
。

　
一
方
、
分
裂
か
ら
再
統
合
の
間
で
も
ナ
シ
富
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
最
高
指

導
者
層
は
固
定
化
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
産
業
別
組
織
の
指
導
者
は
ど

の
よ
う
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
示
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
C
G
T
の
一
九
一
八

年
大
会
か
ら
一
九
三
五
年
大
会
ま
で
（
一
九
二
一
年
以
降
C
G
T
U
を
除

く
）
の
参
加
産
業
別
組
織
の
う
ち
、
継
続
し
て
代
表
者
名
の
知
り
得
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
二
七
に
つ
い
て
み
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　　代一
　　表七
二一者年
　　実間
　　数の

　　組産
八二織業
　　数別

三
　
　
　
　
八

四
　
　
　
　
七

組
織
名

食
料
、
ガ
ラ
ス

鉄
適
、
製
図
、
港
湾

薬
品
、
保
健
、
興
業

運
送
、
製
図

建
設
、
皮
革
、
衣
服

製
本
、
化
学
、
公
共

繊
維
、
製
帽

農
業
、
宝
石
、
理
容

金
属
、
鋲
山
、
製
樽
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六五

事
務
労
働

海
員

電
カ

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
七
年
間
同
一
代
表
者
で
あ
っ
た
組
織
が
二
、
一
回

だ
け
交
替
が
行
わ
れ
た
組
織
が
八
で
あ
り
、
合
せ
て
三
分
の
一
に
達
し
て

い
る
。
ま
た
、
交
替
が
五
回
な
い
し
六
回
あ
っ
た
産
業
別
組
織
は
二
に
す

ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
代
表
者
は
比
較
的
安
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
が
、
い
く
つ
か
の
は
不
安
定
な
動
き
も
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
第
一
は
、

代
表
者
交
替
の
少
い
組
織
の
多
く
は
伝
統
的
な
産
業
か
、
あ
る
い
は
そ
れ

ほ
ど
急
激
な
発
展
を
期
待
で
き
な
い
都
分
に
属
し
て
い
る
一
方
、
金
属
産

業
の
よ
う
に
、
多
く
の
発
展
業
種
を
有
す
る
部
門
で
の
代
表
者
交
替
の
頻

度
が
相
対
的
に
高
い
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
第
二
は
、
多
く
の
組
織
に
お
い
て
代
表
者
の
安
定
は
、
C
G
T
U

の
分
裂
後
一
九
三
〇
年
代
前
半
ま
で
の
時
期
に
集
中
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
、

人
民
戦
線
の
直
前
に
な
る
と
、
交
替
の
頻
度
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
o　

そ
の
第
三
は
、
一
九
一
八
年
大
会
か
ら
一
九
三
五
牢
大
会
ま
で
の
間
に

解
敵
し
た
り
、
又
は
新
に
結
成
さ
れ
た
組
織
は
延
べ
三
九
に
達
し
て
お
り
、

産
業
別
組
織
全
体
と
し
て
み
れ
ぱ
、
相
当
の
代
表
者
変
動
が
生
じ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
ど
く
に
、
一
〇
万
人
を
越
え
る
組
織
を
有
し
、
長
年
に
わ

た
り
活
発
な
労
働
組
合
運
動
を
続
け
て
き
た
鉄
適
部
門
で
は
、
一
九
三
〇

年
代
に
機
関
士
以
外
に
四
組
織
が
緒
成
さ
れ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
は
C

G
T
と
い
う
同
一
ナ
シ
冒
ナ
ル
セ
ン
タ
i
の
枠
内
に
と
ど
ま
り
つ
つ
も
、

同
一
産
業
内
で
新
な
組
織
が
誕
生
す
名
と
い
う
動
き
が
生
じ
て
い
る
。

　
次
に
県
別
連
合
（
冒
｛
昌
o
曾
彗
詩
昌
彗
冨
一
〇
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
一

九
一
八
年
大
会
か
ら
一
九
三
五
年
大
会
ま
で
の
間
に
（
一
九
二
二
年
以
降

C
G
T
U
を
除
く
）
、
県
別
行
政
区
域
に
変
更
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
県
別

連
合
に
よ
っ
て
は
あ
る
年
の
大
会
に
代
表
を
派
遣
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

両
大
会
の
間
の
代
表
者
に
つ
い
て
継
続
す
る
情
報
を
得
ら
れ
る
県
別
連
合

の
数
は
フ
ラ
ン
ス
全
土
の
九
〇
を
越
え
る
県
の
う
ち
六
六
に
と
ど
ま
る
が
、

そ
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
七
年
間
の

代
表
者
実
数

　
　
二

　
　
三

　
　
四

　
　
五

　
　
六

　
　
七

　
　
八

県
別
連

含
数

　
L
、

　
一
ノ

　
七一

五
一
七

　
九

　
八

　
三

　
交
替
回
数
の
分
布
は
、
産
業
別
組
織
の
場
合
に
比
べ
拡
大
し
て
い
る
が
、

交
替
回
数
三
回
以
内
の
も
の
が
、
全
体
の
二
分
の
一
を
占
め
、
安
定
度
は

比
較
的
高
い
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
金
属
産
業
を
多
く
抱
え

る
パ
リ
地
区
及
ぴ
周
辺
県
、
リ
目
ン
、
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
な
ど
の
工
業
都
市

を
有
す
る
県
に
お
い
て
県
連
合
代
表
の
交
替
頻
度
が
比
較
的
高
い
こ
と
、
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一橋論叢 第90巻 第6号（124）

第2表　CGT組織人員の産業別割合 （％）

金属　繊維　建設　鉱山　港湾

8．7

5，9

21．O

17．7　　　8，3　　11．2　　　3．2

6．4　　　4．6　　　5．8　　　2，2

10，3　　10，1　　　6，8　　　4．O

鉄道孟の鶴舎叡国有企業

12，4　　3，3

13．7　　4．9

9．1　　2．7

9．3　　2，3

13，2　　　3，7

5．9　　1．8

年

1921 LP 

1935 

1937 

費料出所
（注）　1〕

　　　2〕

第1表と同一賢料p．204。

ユ921年及ぴ35年は，CGTとCGTUの合計。
主要産業別組織のみを掲げたのて。各年の割合の合計ほ1OO　iこ満たない。

一
九
二
〇
年
代
に
多
く
の
県
別
連
合

が
安
定
的
動
き
を
示
し
た
あ
と
、
一

九
三
〇
年
代
前
半
に
交
替
頻
度
が
高

ま
る
県
連
合
が
多
い
こ
と
な
ど
、
産

業
別
組
織
と
あ
る
程
度
共
通
す
る
動

向
も
生
じ
て
い
る
。

　
（
1
）
　
前
掲
旨
≧
H
夷
o
き
－
、
第

　
　
ニ
ハ
巻
二
八
三
三
三
七
五
ぺ
－

　
　
ジ
。

　
人
民
戦
線
の
時
期
に

お
け
み
動
向

　
一
九
三
六
年
の
人
民
戦
線
成
立
に

先
立
つ
一
年
前
C
G
T
と
C
G
T
U

は
組
織
の
統
一
に
成
功
す
る
が
、
統

一
時
で
あ
る
一
九
三
五
年
と
成
立
後

の
一
九
三
七
年
と
の
対
比
で
、
産
業

別
組
織
人
員
の
割
合
を
み
る
と
、
全

体
を
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る

（
第
2
表
）
。
一
つ
は
、
統
一
の
過
程

で
、
金
組
織
人
負
に
占
め
る
割
合
が

大
幅
に
増
加
し
た
組
織
で
、
金
属
、

繊
維
・
建
設
、
鋲
山
、
港
湾
な
ど
が

そ
れ
で
あ
る
。
他
の
一
つ
は
、
全
体

に
占
め
る
割
合
の
低
下
し
た
も
の
で
、
鉄
遣
、
運
輸
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
、

国
有
企
業
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
一
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
も

分
裂
直
前
の
一
九
二
一
年
時
点
と
の
対
比
で
み
れ
ぱ
、
一
九
三
七
年
に
お

い
て
割
合
が
大
幅
に
増
加
し
た
の
は
ほ
ぼ
金
属
産
業
の
み
で
あ
り
、
繊
維
、

鉱
山
な
ど
の
部
門
で
は
全
体
に
占
め
る
割
合
が
減
少
し
た
と
い
う
点
で
、

第
ニ
グ
ル
ー
プ
と
共
通
す
る
動
き
を
示
し
て
い
る
。

　
人
民
戦
線
成
立
前
後
に
お
け
る
C
G
T
内
部
の
こ
の
よ
う
な
組
織
の
変

化
の
動
向
が
、
産
業
別
組
織
や
県
別
連
合
の
指
導
者
の
変
化
の
そ
れ
と
あ

る
程
度
同
時
に
生
じ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
ふ
れ
た
が
、
さ
ら
に
そ
の
点

と
や
や
詳
し
く
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
C
G
T
と
C
G
T
U
の
統
合
は
、
僅
か
二
年
間
に
組
織
人
員
が
七
八
万

人
・
か
ら
四
二
二
万
人
へ
と
約
六
倍
に
増
加
し
つ
つ
行
わ
れ
て
い
る
が
、
県

別
連
含
の
段
階
で
は
統
合
後
も
、
総
同
盟
系
統
、
統
一
総
同
盟
系
統
の
痕

跡
が
産
業
別
組
織
に
比
ぺ
よ
り
強
固
に
残
っ
た
。
こ
れ
は
、
第
－
表
に
示

し
た
よ
う
に
単
位
組
織
の
規
模
が
比
較
的
小
さ
い
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、

産
業
別
組
織
は
あ
る
程
度
以
上
の
地
域
的
広
が
り
を
有
す
る
た
め
、
指
導

者
層
の
系
統
別
影
響
カ
が
全
国
的
に
は
及
ぴ
難
い
側
面
を
有
す
る
の
に
対

し
、
県
別
連
合
の
場
合
に
は
、
指
導
者
の
影
響
が
よ
り
強
く
及
ぴ
易
い
側

面
が
あ
る
こ
と
も
作
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
統
一
前
後
を
通
じ
、
組
織
人
員
か
ら
み
る
と
統
一
総
同
盟
派
は
少
数
派

で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
統
一
後
の
県
別
連
合
が
い
ず
れ
の

派
に
属
す
る
か
に
よ
っ
て
資
料
の
得
ら
れ
る
八
二
連
合
を
分
類
し
て
み
る

と
、
総
同
盟
派
の
四
九
に
対
し
、
統
一
総
同
盟
派
は
三
一
で
あ
り
、
他
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

両
者
が
均
衡
し
て
い
る
も
の
は
二
で
あ
っ
た
。
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第3表　分裂時の派別CGTの県別連合

　　　の状況（1937年）

総同盟派 統一総同盟派

県別連合の数
そのうち魎織人員5万
人以上の県別連合の数

（組織人員数・千人）

49

（986）

31

（1，798）

糞料出所　繁1表と伺一資料卵．211－212。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
県
別
連
合
の

う
ち
、
統
一
後
の
一
九
三
七
年
に

お
い
て
、
組
織
人
員
が
五
万
人
を

越
え
る
一
五
に
つ
い
て
派
の
別
を

み
る
と
、
総
同
盟
派
が
八
（
組
織

人
員
九
九
万
人
）
に
対
し
、
統
一

総
同
盟
派
が
七
（
一
八
O
万
人
）

で
、
県
連
含
の
数
で
は
両
者
が
ほ

ぱ
比
肩
し
、
組
織
人
員
で
は
統
一

総
同
盟
派
が
上
回
っ
て
い
る
（
第

3
表
）
。

　
ま
た
、
統
一
総
同
盟
派
の
三
一

県
別
連
合
に
つ
い
て
、
指
導
者
層

の
安
定
度
を
C
G
T
一
九
三
八
年

大
会
に
出
席
し
た
代
表
者
か
ら
み

る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
一
九
三
六
年
ま
で
の
指
導
者
と
交
替
し
て
い

る
一
方
、
総
同
盟
派
の
四
九
県
別
連
含
の
う
ち
、
一
九
三
六
年
大
会
か
ら

一
九
三
八
年
大
会
に
引
続
き
同
一
代
表
が
出
席
し
た
も
の
は
三
二
と
、
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

割
強
の
安
定
度
を
示
し
て
い
た
。

　
（
1
）
　
第
－
表
に
用
い
た
文
献
　
二
二
一
ぺ
ー
ジ
。

　
（
2
）
　
前
掲
峯
≧
完
o
～
』
・
第
ニ
ハ
巻
二
八
七
～
三
七
五
ぺ
ー
ジ
に

　
記
載
さ
れ
た
各
大
会
の
県
別
連
合
の
代
表
者
名
の
経
年
変
化
を
突
合

　
　
し
、
築
計
し
た
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橘
大
挙
講
師
）

（125）｛肝3宅ノ■ト

833




